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脳卒中⽚⿇痺者の排泄動作障害の改善に向けた⾐服の考案と効果検証
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アームロボット，脳卒中，⽇常⽣活活動（ADL），排泄，
介護予防，地域リハビリテーション

■研究シーズの概要

■共同研究のご提案

脳卒中、⽚⿇痺、排泄、精神的負担、羞恥⼼、試作品、下着開発

 ⽴位保持能⼒の低い脳卒中⽚⿇痺者でも，座ったままで脱がずに排泄が可能な下着の開発
 脳卒中⽚⿇痺患者に合わせた⾐服の開発

研 究 背 景

・脳卒中⽚⿇痺者の個々の機能・能⼒に合わせた訓練や指導が可能
・脳卒中⽚⿇痺者の羞恥⼼の軽減（QOLの向上）
・⾃宅退院数の増加

下⾐操作の⾃⽴は重要な課題

訓練
・介助される側の精神的負担（羞恥⼼等）
・介助する側の精神的・⾝体的負担
・⾃宅退院を困難にする

排泄動作（下⾐操作）障害に伴う弊害
⾃ ⽴

介 助

様々な訓練を経ても，
⽴位保持ができない場合，
⾃⽴に⾄らない者が多い
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 ⽚⿇痺全対象者で，試作品の汚染なく，排泄が可能であった

期 待 さ れ る 効 果
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